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主な記事 キジ放鳥前に
キジとのふれあい

大和小学校でキジの放鳥が行われました。

子どもたちは初めて見るキジに興奮し、軍

手ごしながらも好奇心旺盛に触れていまし

た。� （関連記事５ページ）

広報 3
第114号

2014年



比之宮ふれあいまつり
２月23日（日）に、比之宮ふれあいまつりが比之宮公民館で開催されました。
比之宮連合自治会が比之宮公民館との共催「ふれあって花咲く安心の比之宮里山づくり」をテー
マに、今年で９回目の開催となりました。比之宮公民館で日頃練習されている舞踏やカラオケなど
の発表、パッチワーク、俳句、川柳等の作品も展示されました。
地元で採れた野菜の販売、各種バザーも行われ、心もおなかもいっぱいになり、会場内は笑い声
と笑顔があふれていました。
プログラムの最後に全員で、比之宮版「ふるさと」を合唱し、次回の開催を誓い合い閉幕となり
ました。
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吾郷地区民文化祭
３月２日（日）に、吾郷体育館で吾郷地域連合自治会主催による、吾郷地区民文化祭が開催され、
会場には約200人が集まりました。
ステージでは乙原舞子連中が石見神楽の「塵倫」を上演。本格神楽の途中では地元の子どもが鬼
として出演し、可愛らしくも迫力ある舞台になりました。他にもかすみ草の会が舞踏を披露したり、
青空サロン有志が日頃の状況を演劇にして、歌を披露したりと多くの芸にあふれ、和気あいあいと
した会場でした。旧吾郷小学校校舎内では地元の各団体の俳句や生花、パッチワーク等が展示され
ました。
お昼には会場に訪れた方全員にイノシシカレーがふるまわれ、食べた人は独特の旨味に舌鼓を打
っていました。
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全
国
自
治
体
青
空
サ
ロ
ン
視
察

１
月
29
日（
水
）、
乙
原
の
青
空
サ

ロ
ン
に
東
は
千
葉
か
ら
西
は
宮
崎
ま
で

の
主
に
国
の
機
関
や
県
の
職
員
な
ど
、

自
治
体
総
勢
50
名
の
方
々
が
視
察
に
訪

れ
ま
し
た
。
最
初
に
青
空
サ
ロ
ン
で
地

元
の
方
々
が
振
る
っ
た
料
理
や
コ
ー

ヒ
ー
な
ど
を
頂
き
な
が
ら
、
講
師
の
井

上
先
生
か
ら「
国
か
ら
補
助
金
を
出
し

て
整
備
を
行
っ
て
い
く
の
で
は
な
く
、

地
域
が
主
体
と
な
り
地
域
の
中
で
で
き

る
こ
と
か
ら
行
う
こ
と
が
大
切
」と
話

を
聞
き
ま
し
た
。次
に
ほ
場
を
見
学
し
、

安
い
部
材
を
使
っ
た
鳥
獣
が
入
れ
な
い

柵
や
、
畑
で
の
工
夫
し
た
作
物
の
作
り

方
を
見
ま
し
た
。
最
後
に
イ
ノ
シ
シ
革

製
品
を
地
元
の
方
々
が
作
製
す
る
製
作

現
場
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。

視
察
に
訪
れ
た
群
馬
県
職
員
の
三
上

裕
紀
さ
ん
は「
地
域
ぐ
る
み
で
行
わ
れ

て
い
る
美
郷
町
の
実
情
を
見
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
た
対
策
を
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。
見
学
し

た
ほ
場
に
値
段
が
か
か
ら
な
い
柵
等
参

考
に
な
る
も
の
が
多
く
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
知
識
を
自
分
の
地
域
の
人
々
に
勧

め
て
い
き
た
い
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▲謝辞を述べるのは組長を務めた富永健三さん

▲坂東恒夫さんの指揮とハーモニカ伴奏で「蛍の光」を歌われました

▲ふるまわれた料理であたたまります ▲ほ場の説明をする様子

▲卒業された美郷大学のみなさん

▲なめした皮をじっくり見る様子

「
美
郷
大
学
だ
よ
り
」

ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

３
月
３
日（
月
）に
第
22
期
美
郷
大
学
の
卒
業

式
が
あ
り
、
受
講
生
16
名
の
方
々
が
卒
業
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
６
月
の
入
学
か
ら
約
９
カ
月
間
、
隔

週
で
20
日
間
延
べ
40
回
の
様
々
な
講
座
を
受
講
。

卒
業
後
も
、
こ
れ
ま
で
に
培
わ
れ
た
同
期
生
同
士

の
強
い
絆
と
、
強
い
向
学
心
に
よ
り
各
方
面
で
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
午
前
中
に
は
美
郷
大
学
学
長
で
あ
る
景

山
町
長
か
ら
、
美
郷
町
の
抱
え
る
諸
問
題
や
、
解

決
に
向
け
た
町
の
施
策
な
ど
に
つ
い
て
講
義
を
受

け
、
つ
づ
い
て
の
意
見
交
換
で
は
多
く
の
受
講
生

か
ら
、
積
極
的
に
質
問
や
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

美
郷
大
学
で
は
来
年
度

の
受
講
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
申
込
み
方
法
は
教

育
委
員
会
、大
和
事
務
所
、

各
交
流
セ
ン
タ
ー
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
窓
口
に
あ

る「
入
学
願
書
」（
美
郷

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
能
）に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
４

月
30
日
ま
で
に
教
育
委
員

会
へ
郵
送
、
又
は
直
接
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
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第
８
回
美
郷
町
長
杯
争
奪
剣
道
大
会

キ
ジ
放
鳥

１
月
26
日（
日
）に
邑
智
中
学
校
体

育
館
で
美
郷
町
体
育
協
会
主
催
の
第
８

回
美
郷
町
長
杯
争
奪
剣
道
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
美
郷
町
を
は
じ
め
、大
田
、

江
津
、
出
雲
、
松
江
の
各
市
か
ら
約
２

０
０
名
の
剣
士
が
出
場
し
、
個
人
戦
と

団
体
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
美

郷
町
か
ら
は
木
積
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

大
和
剣
友
会
、
邑
智
・
大
和
両
中
学
校

剣
道
部
が
出
場
し
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
団
体
戦
で
は
小

学
１
・
２
年
及
び
中
学
生
男
子
の
部
で

木
積
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
中
学
生
女
子

の
部
で
邑
智
中
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

さ
れ
ま
し
た
。

３
月
５
日（
水
）に
大
和
小
学
校

の
体
育
館
裏
で
キ
ジ
の
放
鳥
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
現
在
日

本
の
国
鳥
に
指
定
さ
れ
て
い
る
キ
ジ

が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
保
護
繁
殖

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
美
郷
町
も

含
め
島
根
県
内
の
各
市
町
村
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

放
鳥
さ
れ
た
キ
ジ
は
オ
ス
24
羽
、

メ
ス
16
羽
の
合
計
40
羽
で
生
後
約
２

４
０
日
の
成
鳥
で
す
。

放
鳥
の
前
に
キ
ジ
を
見
た
子
ど
も

た
ち
か
ら「
か
わ
い
い
」「
き
れ
い
」

と
い
う
感
想
が
出
て
い
ま
し
た
。
他

に
も
オ
ス
と
メ
ス
の
模
様
の
違
い
を

確
認
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
キ
ジ
の
放
鳥
を
山
側
へ
向

け
て
行
い
ま
し
た
。
飛
ん
で
行
く
キ

ジ
の
中
に
は
山
と
反
対
側
の
川
側
へ

向
か
っ
て
い
く
キ
ジ
や
、
建
物
の
壁

に
当
た
っ
て
し
ま
う
キ
ジ
も
い
ま
し

た
。色

々
な
方
向
へ
飛
ん
で
行
く
キ
ジ

を
子
ど
も
た
ち
は
楽
し
い
半
面
心
配

そ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。

▲お互いの気迫がぶつかります

▲真剣な眼差しで向かいます

▲思い思いに元気に飛んでいきました▲キジに興味津々▲キジの説明を聞く子どもたち

▲一瞬の勝負です
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
会

２
月
10
日（
月
）に
ゴ
ー
ル
デ
ン
ユ
ー
ト
ピ
ア
お
お
ち
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
が
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
報
告
を
行
っ
た
の
は
沢
谷
地
域

と
吾
郷
地
域
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
で
、
沢
谷
の
隊
員
か
ら
は「
地
域
の
方
と

ふ
れ
あ
い
、
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動
が
で
き
た
」「
業
務
内
容
が
不

確
定
で
曖
昧
な
状
況
が
あ
っ
た
」と
い
う
報
告
が
あ
り
、吾
郷
の
隊
員
か
ら
は「
地

域
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
た
」「
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら
協
力
隊
の

活
動
に
関
心
を
持
っ
て
欲
し
か
っ
た
」と
い
う
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。

報
告
会
の
後
半
は
報
告
し
た
２
地
域
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
地
域
の
方
と

の
座
談
会
が
行
わ
れ
、
地
域
の
方
か
ら
は「
各
自
治
会
も
協
力
隊
を
受
け
入
れ
る

に
あ
た
っ
て
、
価
値
観
の
転
換
を
す
る
必
要
が
な
い
か
」「
草
刈
り
は
信
頼
関
係

を
築
い
て
い
く
手
段
と
し
て
い
い
と
思
う
」と
い
う
意
見
、
協
力
隊
か
ら
は「
定

住
す
る
た
め
の
住
宅
が
少
な
い
」「
協
力
隊
が
ど
う
い
う
活
動
を
す
る
の
か
明
確

化
し
、
地
域
の
人
に
周
知
し
て
ほ
し
い
」と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。

美
郷
町
同
推
協 

第
４
回
人
権･

同
和
教
育
講
演
会

２
月
３
日（
月
）、
近
畿
大
学
か
ら
奥

田
均
教
授
を
お
招
き
し
て
、『
差
別
の
カ

ラ
ク
リ　
～
見
な
さ
れ
る
こ
と
か
ら
の
忌

避
～
』と
題
し
た
同
和
問
題
講
演
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

同
和
問
題
に
お
け
る
差
別
の
し
く
み
に

つ
い
て
分
か
り
や
す
く
お
話
し
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
差
別
が
い
か
に
あ
い

ま
い
で
無
意
味
な
も
の
か
を
参
加
者
は
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
講

演
の
後
半
に
は「
禁
煙
の
世
間
」が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
を
示
さ
れ
な
が
ら
、
世
間
の

力
で
差
別
を
な
く
す「
人
権
の
世
間
」を

つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い
う
提
案
も
さ
れ
ま

し
た
。

参
加
者
か
ら
は「
世
間
の
目
と
い
う
怪

物
に
私
た
ち
の
心
が
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
て
い

る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
。」

「
分
か
り
や
す
い
お
話
で
と
て
も
良
か
っ

た
。
良
い
学
び
が
で
き
た
。
私
た
ち
大
人

も
し
っ
か
り
勉
強
す
る
こ
と
が
大
事
だ
。」

等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
な
お
残
る
差
別
や
偏
見
を
、
他
人
事

で
は
な
く
我
が
事
と
し
て
考
え
行
動
し
て

い
く
こ
と
が
、今
、求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲座談会では多くの意見が飛び交いました

▲沢谷・吾郷の活動報告を行いました

▲会場の熱気で上着を脱いでの熱弁です ▲講師の奥田均さん ▲会場は満員。参加者123名です

～
近
畿
大
学 

奥
田
均
さ
ん
～
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▲
問い合わせ先　住民福祉課（☎ 75-1213）

▲

問い合わせ先　住民福祉課（☎ 75-1213）

◎�厚生労働省の通知に基づき平成26年４月分より手当額が下記のとおり改定されますのでお知らせします。
◦特例水準の解消について
　（特別）児童扶養手当については、毎年の消費者物価指数の変動に応じて手当額を改定するスライド
措置がとられていますが、平成 12年度から 14年度までの間、物価下落時に年金と合わせた特例措置
により手当額が据え置かれたことで、現在、児童扶養手当法等の物価スライド規定に基づいて計算した
場合の額よりも 1.7％かさ上げされた特例水準で手当額が算定されています。
　今回、「児童扶養手当法による児童扶養手当の額等の改定の特例に関する法律」の一部改正により、
特例水準が平成 27年４月までに段階的に解消されることとなり、平成 25年 10月に続いて手当額が下
記のとおり変更されることになりました。

（平成26年４月分より児童扶養手当額・特別児童扶養手当額等が改定されます。）
特例水準の解消による（特別）児童扶養手当額等の改定について

平成26年度補聴器相談会日程表

○�児童扶養手当
　（�金額は全て月額です。児童２人目については5,000円の加算、
３人目以降は１人につき3,000円加算となります。）

特例水準の解消時期 平成25年10月～ 平成26年４月～
特例水準の解消率 －0.7％ －0.7％
全部支給 41,140円 41,020円

一部支給 41,130円～
9,710円　

41,010円～
9,640円　

○�特別児童扶養手当等
　（�金額は全て月額です。）

特例水準の解消時期 平成25年10月～ 平成26年４月～
特例水準の解消率 －0.7％ －0.7％

１級 50,050円 49,900円
２級 33,330円 33,230円

特別障害者手当 26,080円 26,000円
障害児福祉手当 14,180円 14,140円

！お知らせ！
平成26年度は山村開発センターが使用できないため、会場を保健福祉センター（１階　保健指導室）へ変更いたします。

中
国
補
聴
器
セ
ン
タ
ー

西
日
本
補
聴
器

住所

〒
６
９
３
‐
０
０
０
１

出
雲
市
今
市
町
１
０
２
８
‐
１

〒
６
９
７
‐
０
０
２
６

　
浜
田
市
田
町
１
６
５
５

電話

０
８
５
３・２
０・１
３
４
５

０
１
２
０・１
３・０
０
０
５

０
８
５
５・２
３・３
３
８
８

FAX

０
８
５
３・２
０・１
１
９
８

０
８
５
５・２
３・３
３
９
５

場所

美
郷
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　
１
階　
保
健
指
導
室

大
和
事
務
所

時間

13
時
30
分
～
15
時
30
分

13
時
～

14
時
30
分

15
時
30
分
～

16
時
30
分

4月

1
日（
火
）

5月

13
日（
火
）

29
日（
木
）

6月

3
日（
火
）

11
日（
木
）

7月

1
日（
火
）

8月

5
日（
火
）

26
日（
火
）

9月

2
日（
火
）

18
日（
木
）

10月

7
日（
火
）

11月

4
日（
火
）

18
日（
火
）

12月

2
日（
火
）

17
日（
水
）

1月

6
日（
火
）

2月

3
日（
火
）

27
日（
金
）

3月

3
日（
火
）

19
日（
木
）
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島根がん先進医療費利子補給金交付事業のご案内

○対象となる医療（先進医療とは）
　�厚生労働省が将来的な保険導入のための評価を行うものとして、保険診療との併用を認めた第２項・
第３項先進医療

○この助成制度が利用できる方
　次のア、イのいずれにも該当する者
　ア．国内でがんの先進医療を受ける予定のある者及びその親族（３親等内）
　　　※�ただし、上記、「がんの先進医療を受ける予定のある者」は、現在、県内に住所を有し、かつ、

申請日から過去１年以上県内に住所を有している者に限る。
　イ．課税総所得が 600万円以下の世帯に属する者

○対象融資限度額	 300 万円を上限

○対象融資利子	 年率固定６％（保証料率を含む）以内

○融資期間	 最長７年以内

○本利子補給精度が利用できる専用ローン（平成 26 年１月より運用開始）
　・山陰合同銀行「島根がん先進医療費ローン」
　・島根銀行「島根がん先進医療費ローン」
　・しまね信用金庫「島根がん先進医療費ローン」
　・島根中央信用金庫「島根がん先進医療費ローン」
　・日本海信用金庫「島根がん先進医療費ローン

　高額な医療費が必要となるがんの先進医療を受ける方やその家族の方で、指定さ
れた金融機関のがん先進医療費専用ローンを利用された方に、「島根がん対策募金」か
ら、最大６％分の利子相当額を最大７年間助成します。
（実質、無利子で医療費ローンが利用できます。）

島根がん対策募金（実施主体：ヘルスサイエンスセンター島根）について
　平成19年から、がん医療水準の向上のため開始され、集められた募金は、県内がん診療連携拠
点病院の高度医療機器整備に役立てられました。
　平成22年以降も募金事業は継続され、がん専門医療従事者の養成やがん対策普及・啓発のため
に役立っています。このたびの利子補給事業によりがん患者への支援にも役立てられます。

○問い合わせ　　及び　　事業申請窓口
　　公益財団法人ヘルスサイエンスセンター島根
　　　住　　所：島根県出雲市塩冶町223-7
　　　電話番号：☎0853-22-9343
○事業の申請書類は、ヘルスサイエンスセンター島根ホームページから入手できます。
　　http://www.hsc-shimane.jp/530.html
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Information

▲

問い合わせ先　保健衛生課医療保険係　☎ 75-1932

○制度利用の手順

＜参考＞先進医療について
　先進医療及び先進医療を実施している医療機関は、随時変動があります。
　最新の情報は、別記窓口へお問い合わせいただくか、以下の厚生労働省ホームページで確認できます。
　http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/isei/sensiniryo/kikan.html

がん患者
又はその
家族

がんの先進
医療を行う
医療機関

指定する
金融機関
（専用ローン）

ヘルスサイエンス
センター島根
（がん対策募金）

①治療計画実施計画書の作成依頼

治療計画実施計画書

②承認申
請（制度
利用申
請）

承認
決定
通知

③専用ローン利用申し込み

専用ローンの決定
ローンの返済（利子込み）

④利子支払証明書作成依頼（毎年）

利子支払証明書

⑥交付
申請兼
実績報
告書
（毎年）

利子相
当額を
助成

⑤治療実施証明書の作成依頼

治療実施証明書

※②について
センターが発行する「承認決
定通知」は、金融機関の融資
の決定を保証するものでは
ありません。融資の可否は、
金融機関で決定されます。

※④及び⑥について
年間（１月１日から１２月末ま
で）に支払った専用ローンの
利子相当額を、翌年の２月末
までにヘルスサイエンスセン
ター島根に交付申請します。

がんの先進医療の例
先進医療の名称 医療機関 適応症 先進医療費

粒子線治療（陽子線、重粒子線） ・兵庫県立粒子線医療センターほか 限局性固形がん 約300万円
※上記、先進医療費は、ホームページ検索調査等による大まかな目安です。詳しくは医療機関にお問い合わせください。

美郷町国民健康保険より制度改正のお知らせ

　70歳から74歳の方の窓口負担は、法律上２割負担となっていますが、特例措置でこれまで
１割負担とされていました。平成26年度より公平な仕組みとするためこの特例措置が段階的
に見直されることとなりました。（下記図のとおり）

　現在お持ちの方には３月末までに新しい表示の高齢受給者証を郵送で送りますので、４月よ
りお使いください。� ＊後期高齢者医療制度の対象となる一定の障害があると認定された人は除く

平成26年４月より70歳から74歳の方の自己負担割合が変わります。

一　般

低所得者Ⅰ
低所得者Ⅱ

１割

昭和19年４月１日以前生まれの人
１割（特例措置により）

昭和19年４月２日以降生まれの人　２割
＊70歳の誕生日の翌月より（１日生まれの人はその月から）

３割 ３割で変わりません現役並み
所 得 者

平成 25年度まで 平成 26年度から
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（美郷町食育推進会議からのお知らせです）食育だより 美郷町では、関係機関や団体等を構成員とした「美郷町食
育推進会議」を結成して、町の食育推進計画を基に様々な食

育の取組を行っています。今回は中学校での食育の主な取組を紹介します。

邑智中学校では３年生を対象に、大和中学校では全校をあげて「お弁当の日」に取り組みました。事前
に給食センターの栄養士や養護教諭によるバランスの良い弁当作りの授業や食生活改善推進員の協力によ
る実習を行い本番に備えました。

「お弁当の日」に取り組む

大和中学校：３年生

邑智中学校：３年生

「朝食作り」に取り組む
邑智中学校２年生（食生活改善推進員の協力）

「味噌汁が意外に美味しかった」
「朝早起きして自分で作りたい」
「お母さんがいつも作ってくれて
有難い。これからは手伝いたい」

等の感想がありました。

生徒から
「朝早く起きて作るのは
大変だけど、次回はもう
少し段取りよく作りたい」
「自分で作ったお弁当は
とても美味しかった」
「お母さんの大変さがよ
くわかった」等自分で作
った満足感と、家族への
感謝の気持ちがうかがえ
ました。

家族から
「買い物から弁当作りまで１人で
やり頑張った」
「１人で大丈夫かと思っていた
が、とても上手に作り驚きの朝
だった」
「１年の時よりうまくなってい
た」等子どもの自立を辛抱強く
見守る姿がうかがえました。
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邑智中学校では、学校保健委員会とPTA教養部との共催で「食育研修会」を開催しました。
「作る」「食べる」の体験に加え、バランスの良い食事の大切さについて保護者と生徒が一緒に学びました。

「食育研修会」に取り組む

地元の野菜を使いました。生徒から「初めて食べた」「美味しかった」「家でも作ってみたい」等の感想
があり、体験や地域の方々との交流を通して故郷の食材や料理を知り、食への関心を高めました。

「郷土料理作り」に取り組む

大和中学校２年生：おせち料理（食生活改善推進員の協力）

邑智中学校１年生：秋の郷土料理（ふるさと道場会員の協力）

邑智中学校全学年と保護者（食生活改善推進員の協力）

　「子どもの食生活で気になること、望むべき姿」
　子どもへの愛情が詰まった発表

午前中の「元気もりもり弁当」作り
（保護者、講師、食生活改善推進員）

生徒との会食と講演
演題：「おいしく食べて、楽しく健康な生活を！」
講師：ＮＰＯ法人 島根県糖尿病支援機構副理事長　管理栄養士　田中美紗子氏

教養部発表（部長　旭林さん）
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０
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０
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２・５
０
６
８
）

●�
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詳
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に
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。
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田
舎
ツ
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リ
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ム

検
索

美郷町ゆるキャラの名前が“みさ坊”に決定

▼問い合わせ　企画課（☎ 75-1924）

美郷町の魅力を広く発信しPRする“ゆるキャラ”の名前が
「みさ坊」に決定しました。
「美郷町ゆるキャラの名前募集」の応募には北海道から長
崎県まで、全国各地から総数427件の応募を頂きました。２
月26日（水）に選考会を行った結果、松江市にお住まいの�
山下　誠一さんから応募のあった名前に決まりました。（名前
採用者については、同じ名前をつけた方が複数名あり、抽選でお
一人に決定しています。）
ご応募いただいた皆様、誠にありがとうございました。
みさ坊は４月から町内外のイベントでPRを中心に活動し
ていきます。皆様の応援、よろしくお願いいたします。

12広報みさと 2014.3



問い合わせ先　保健衛生課（☎75-1932）

健康
まめ知識 No.95

あなたの歯は大丈夫ですか？

出典）美郷町事業所健診結果 出典）島根県歯科医師会働き盛りの歯科健診パンフレット

成人の歯は28本（親しらず４本除く）です。年齢や歯の病気などによっ
て残存歯が少なくなっていきます。自分の歯を守ることは全身の健康を守
ることに繋がります。

　しかし、歯の病気にかかると残存歯が減っていきます。歯を失う第一位の原因が歯周病であり、
40歳以上の約８割が歯周病であるといわれています。今月は歯周病についてお知らせします。

年代別歯周病の状況（平成 23年度）

健全
76.6％

69.3％
58.0％

49.8％

29歳以下 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代

100
（％）

80

60

40

20

0
70歳代 80歳以上

41.9％

41.0％43.1％

歯肉出血

歯石

歯周病

40歳
代か
ら歯
周病
の者
の割
合が
増加

40 歳代から 50 歳代にかけて男性では約６本、女性では約２本自分の歯を失っています !!

歯周病って…？
　�歯周病は歯と歯茎の隙間にたまったプラーク
（粘着性の沈着物）に含まれる細菌によって
おこる口腔内の病気です。
歯周病の症状…？
　�右記の症状は一部です。このような症状はあ
りませんか？糖尿病、喫煙は歯周病の危険因
子です。歯周病は自然に治癒することはなく、
放置しているとどんどん進行します。必ず歯
科医院を受診してください。

～予防法をしましょう‼～
　・毎日丁寧に歯磨きをしましょう
　・定期的に歯科を受診しましょう

歯がグラグラ動く

口臭が気になる

歯磨きすると
出血する

食べ物が
詰まりやすい

歯茎が腫れる

冷たいものを
食べるとしみる

29.4 28.4 27.7 21.8 22.7
29.6 28.7 27.9 24.7 24.4

20代 30代 40代 50代 60代

平均残存歯数（H23年）

男性 女性

（本数）
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Information

第
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３
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分
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教
育
委
員
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　
　
（
☎
０
８
５
５・７
５・１
２
１
７
）

　

�

入
場
無
料
、
申
込
不
要
で
す
。
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い

平
成
26
年
度
労
働
基
準
監
督
官

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　
平
成
26
年
度
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試

験
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

１
．
受
験
資
格

　

�

昭
和
59
年
４
月
２
日
～
平
成
５
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
者

　

�

平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者

で
次
に
掲
げ
る
も
の

⑴�

大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平
成
27
年
３

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

⑵�
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

２
．
試
験
の
程
度　
大
学
卒
業
程
度

３
．
試
験
区
分
お
よ
び
採
用
予
定
者

　
労
働
基
準
監
督
官
Ａ（
法
文
系
）

　
労
働
基
準
監
督
官
Ｂ（
理
工
系
）

●�

採
用
予
定
者
数

　
労
働
基
準
監
督
官
Ａ
約
１
６
０
名
、

　
労
働
基
準
監
督
官
Ｂ
約
40
名

４
．
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間

　
平
成
26
年
４
月
１
日（
火
）９
時
～

　
　
　
　
　
４
月
14
日（
月
）受
信
有
効

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
用
受
験
案
内
ア
ド
レ
ス

　
【http://www.jinji.go.jp/saiyo/shiken23.pdf

】

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　
【http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

】

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
出
来
な
い

場
合
は
、
島
根
労
働
局
総
務
部
総
務
課
人

事
係
で
受
験
申
込
書
を
お
渡
し
し
ま
す
の

で
、
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
郵
送
ま
た
は
持
参
の
受
付
期
間
は
、
４

月
１
日（
火
）～
４
月
２
日（
水
）で
す
。

（
４
月
２
日（
水
）ま
で
の
通
信
日
付
有
効
。

郵
送
ま
た
は
持
参
の
受
付
期
間
が
短
い
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

５
．
試
験
日
時
・
試
験
地

第
１
次
試
験

●
日
時　
平
成
26
年
６
月
８
日（
日
）

　
午
前
９
時
05
分（
受
付
開
始
）～

　
午
後
６
時
05
分（
試
験
終
了
）

●
試
験
地

　
松
江
市
、
広
島
市
、
大
阪
市
ほ
か

第
２
次
試
験

●
日
時　

�

平
成
26
年
７
月
16
日（
水
）～�

７
月
18
日（
金
）

　
　
　
　

�

第
１
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指

定
す
る
日
時

●
試
験
地

　
広
島
市
、大
阪
市
、福
岡
市
ほ
か

６
．
合
格
者
発
表
日

第
１
次
試
験
合
格
者

　
平
成
26
年
７
月
１
日（
火
）午
前
９
時

最
終
合
格
者

　
平
成
26
年
８
月
20
日（
水
）午
前
９
時

７
．
お
問
い
合
わ
せ

　
島
根
労
働
局
総
務
部
総
務
課
人
事
係

　
　
（
☎
０
８
５
２・２
０・７
０
０
５
）

※�

な
お
、
労
働
基
準
監
督
官
の
主
な
業
務
、
採
用
後
の

処
遇
・
研
修
な
ど
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

「
島
根
イ
ン
青
山
」の

利
用
に
つ
い
て

　
「
島
根
イ
ン
青
山
」は
、
東
京
都
内
に

宿
泊
す
る
島
根
県
民
の
皆
様
が
、
安
価
で

安
心
し
て
泊
ま
れ
る
ホ
テ
ル
で
す
。
夏
の

旅
行
に
、出
張
に
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
所
在
地

　
東
京
都
港
区
南
青
山
７

－

１

－

５

●�

ア
ク
セ
ス　
Ｊ
Ｒ
渋
谷
駅
よ
り
都
営
バ

ス
に
て
約
５
分

　

�

地
下
鉄
表
参
道
駅
よ
り
徒
歩
約
12
分

●
県
民
料
金

　
シ
ン
グ
ル�

５
，
７
０
０
円

　
ツ
イ
ン
・
ダ
ブ
ル�

９
，
０
０
０
円

�

（
い
ず
れ
も
一
泊
税
込
み
）

●�

予
約
先

　
☎
０
１
２
０・６
２・３
５
１
０

�

（
県
民
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※�

県
民
予
約
サ
イ
ト
も
あ
り
ま
す
。「
島
根
イ
ン
青
山
」

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
島
根
県
総
務
部
人
事
課

　
　
（
☎
０
８
５
２・２
２・６
０
０
５
）
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Information

男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

　
島
根
県
で
は
、
地
域
に
お
い
て
市
町
村
や

県
と
一
緒
に
啓
発
活
動
を
行
な
う「
男
女
共

同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
、
市
町
村
か
ら
推

薦
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
へ
の
参
加
、

講
演
会
や
学
習
会
の
開
催
、
寸
劇
や
紙
芝
居

の
上
演
等
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
男
女
共
同
参

画
を
感
じ
て
も
ら
う
な
ど
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
き
め
細
や
か
な
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の「
男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー

タ
ー
」を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

●
任
　
　
期

　
平
成
26
年
度
～
27
年
度（
２
年
間
）

●
応
募
締
切　
３
月
28
日（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
企
画
課　
男
女
共
同
参
画
担
当

　
　
（
☎
７
５・１
９
２
４
）

美
郷
町
簡
易
水
道
の

水
質
検
査
結
果

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
建
設
課（
☎
７
５・１
２
１
５
）

交通事故発生状況（２月）
２月中 発生（件）死者（人）傷者（人）飲酒運転（件）

美郷町 1 0 1 ０
邑智地域 0 0 0
大和地域 1 0 1

累
計

島根県 246 5 274
邑智郡 4 1 4
美郷町 1 0 1

●美郷町で人身事故が１件発生しました。
●�邑智郡内では朝夕の時間帯に事故が発生しています。

検査実施（２月19日） 結　果 評価 対応

粕渕・浜原簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

吾郷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

別府地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

君谷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

酒谷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

石原地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

潮 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

都 賀 行 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

比之宮地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

都 賀 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

※なお、検査結果の詳細は、ホームページで公表しています。

選
者　

藤
原
　
俊
彦
　
先
生

う
か
ら
ら
の
干
支
を
描
き
し
祝
箸

嫁
の
気
く
ば
り
膳
に
並
べ
り�

藤　
原　
　
　
章

公
職
追
放
の
夫
に
従
ひ
炭
焼
き
し

琴
山
の
春
秋
に
思
ひ
は
深
し�

原　
田　
秀　
子

一
句
毎
シ
ル
バ
ー
川
柳
に
思
ひ
当
る

炬
燵
に
ひ
と
り
笑
ひ
つ
つ
読
む�

原　
野　
　
　
幸

車
椅
子
に
は
じ
め
て
乗
り
て
病
院
の

長
き
廊
下
を
看
護
師
と
ゆ
く�

増　
田　
政　
子

か
か
る
時
を
至
福
と
い
ふ
か
と
思
ひ
つ
つ

稔
り
少
な
き
柿
を
い
た
だ
く�

平　
石　
佳
寿
子

握
る
手
の
温
さ
身
に
し
む
老
人
会

来
る
べ
き
春
の
集
ひ
待
た
る
る�

伊　
竹　
藤　
枝

傷
痕
の
痛
み
に
目
覚
め
し
夜
更
け

頂
き
し
賀
状
見
つ
つ
己
励
ま
す�

松　
浦　
智　
子

辻
井
伸
行
の
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
一
音
も

逃
さ
ぬ
思
ひ
に
瞼
を
閉
ざ
す�

藤　
田　
乃
冨
子

新
幹
線
の
遠
く
の
席
よ
り
聞
こ
え
く
る

幼
の
声
に
孫
を
思
へ
り�

今　
馳　
幸　
子

選
者
詠

雨
に
濡
れ
て
若
葉
明
る
き
峡
の
道
に

山
法
師
ま
た
藤
の
紫
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「広報みさと」は、大豆油インクと再生紙を使っています。

〒
699-4692   ‌�島

根
県
邑
智
郡
美
郷
町
粕
渕
168

番
地
�

☎（
0855

）75-1211　
　
FAX（

0855
）75-1218�

http://w
w
w
.tow

n.shim
ane-m

isato.lg.jp
広
報

発
行
／
美
郷
町
役
場
　
　
編
集
／
企
画
課

印
刷
／
佐
々
木
印
刷
㈱

人口と世帯

（　）は先月との比較（住民基本台帳による３月１日現在）

人 口　5,278 人
　男　　2,470 人	 （－ 3人）
　女　　2,808 人	 （－ 7人）
世帯数　2,380 世帯	（－ 1世帯）

４月の行事予定

お詫びと訂正
　「広報みさと２月号」で紹介した、P10「おめでとう
ございます」の２月２日第 17回石見武道館少年剣道大
会の入賞者名について下記のとおり誤りがありました。
謹んでお詫びし、訂正させていただきます。
　　選手名　多久　武　→　多久　武琉

2014
年

第
114号

３
月
号

１日 ㈫ 年度始め
補聴器相談会（保健福祉センター）

２日 ㈬

３日 ㈭ 春休み交流会（君谷交流センター）

４日 ㈮

５日 ㈯ 夜桜神楽（千原八幡宮）

６日 ㈰

７日 ㈪

８日 ㈫ こころの健康相談（県央保健所）

９日 ㈬ 小中学校入学式
みさとカレッジツアー講座（みさとカレッジ）

10日 ㈭

11日 ㈮

12日 ㈯

13日 ㈰

14日 ㈪

15日 ㈫ こころの健康相談（中野公民館）

16日 ㈬

17日 ㈭

18日 ㈮

19日 ㈯

20日 ㈰

21日 ㈪

22日 ㈫

23日 ㈬ こころの健康相談（大和事務所）

24日 ㈭

25日 ㈮

26日 ㈯

27日 ㈰ しゃくなげ祭り（シャクナゲパーク花の谷）

28日 ㈪

29日 ㈫ 第23回鴨山短歌会（鴨山記念館）

30日 ㈬
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